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広報
まちの情報誌

ホームページ　http://www.city.katsuragi.nara.jp/　　携帯端末用　http://www.city.katsuragi.nara.jp/m/

▼東北地方太平洋沖地震で被災された方々への
義援金を受け付けています

（詳しくは３ページ）

写真：近鉄新庄駅前での義援金啓発活動　
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まちのニュース　

　

地
元
の
特

産
野
菜
で
あ

る
「
青
ネ
ギ
」

に
関
心
を
も

っ
て
も
ら
お

う
と
、
新
庄

中
学
校
の
２

年
生
が
調
理

実
習
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
実
習
で
は
山
本
真
奈
美
さ
ん

の
考
案
し
た
「
葛か
つ
ね
ぎ

ネ
城
チ
ャ
ー
ハ
ン
」
に
挑

戦
。
青
ネ
ギ
を
小
口
切
り
に
し
た
あ
と
ニ
ン

ニ
ク
で
香
り
を
出
し
た
中
華
鍋
で
ハ
ム
、
溶

き
卵
、
ご
飯
を
順
番
に
混
ぜ
、
塩
こ
し
ょ
う

な
ど
で
味
を
整
え
完
成
し
ま
し
た
。
田
中
美

穂
さ
ん
は
、「
青
ネ
ギ
を
美
味
し
く
食
べ
ら

れ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
家
で
も
作
っ
て

み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
、
葛
城
市
民
体
育
館
で
、
葛

城
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の

第
４
回
「
子
ど
も
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
・

ク
ラ
フ
ト
教
室
・
蓮
花
ち
ゃ
ん
ぬ
り
え
・

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
・
演
奏
会
な
ど
た
く
さ

ん
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
で
は
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
お
菓
子
を
ゲ
ッ
ト
し
て
い

ま
し
た
。
体

を
動
か
し
て

お
腹
が
す
い

た
後
は
、
美

味
し
い
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ

な
が
ら
楽
し

い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

特
産
品
を
使
っ
た
調
理
実
習

「
子
ど
も
の
集
い
」
開
催

　

３
月
４
日
、
新
庄
北
小
学
校
附
属
幼
稚

園
で
野
菜
を
使
っ
た
ケ
ー
キ
づ
く
り
に
園

児
ら
が
挑
戦
し
ま
し
た
。
園
児
ら
は
、
甘

く
煮
詰
め
た
大
根
や
人
参
な
ど
を
飾
り
付

け
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
顔
の
ケ
ー
キ
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
同
園

で
栽
培
さ
れ
た
大
根
と
人
参
を
使
っ
て
想

い
出
を
作
ろ
う
と
企
画
さ
れ
、
中
島
正
勝

野
菜
で
ケ
ー
キ
づ
く
り

祝　

１
０
０
歳

　

森
本
綾
子
さ
ん

（
兵
家
）
が
、
２

月
15
日
に
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
、
山
下
市

長
が
お
祝
い
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
祝
い
の
花
束
を
前
に
、
ご

家
族
よ
り
温
か
い
祝
福
を
受
け
ら
れ
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
益
々
お
元
気
で
、
長
寿
を
重

ね
て
く
だ
さ
い
。

さ
ん
（
疋
田
）
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

桑
原
里

奈
ち
ゃ
ん
は
、

「
美
味
し
い

ケ
ー
キ
を
蓮

花
ち
ゃ
ん
と

食
べ
ら
れ
て

嬉
し
か
っ

た
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

● ● ● お 知 ら せ ● ● ●
平成 23年度予算および

市長施政方針は、

広報かつらぎ５月号に掲載します。

▲

総務財政課

　

葛
城
っ
子
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ッ
ト

教
え
あ
り
、
不
滅
の
孝
女
、　

信
じ
て
行
か
ん

葛
城
市
立
磐
城
小
学
校

　

江
戸
時
代
に
本

校
校
区
に
在
住
し
、

父
に
献
身
的
な
孝

養
を
尽
く
し
た
女

性
・
伊い

ま麻
は
、
芭

蕉
が
絶
賛
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
ま

す
。

　

そ
の
孝
心
は
学

校
教
育
に
も
受
け

継
が
れ
、
本
校
校
歌
に
は
「
教
え
あ
り
、
不

滅
の
孝
女
、
信
じ
て
行
か
ん
」
の
一
節
が
あ

り
ま
す
。
校
章
に
は
、
父
親
の
重
病
を
た
ち

ま
ち
治
し
た
鰻

う
な
ぎ
を
伊
麻
が
見
つ
け
た
瓶か

め

が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
左
）

　

そ
し
て
、
創
立
以
来
１
０
０
年
以
上
に
も

わ
た
り
、
伊
麻
の
命
日
（「
お
い
ま
さ
ん
の

日
」）
前
後
に
は
、
全
校
児
童
が
お
墓
に
お

参
り
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
２
月
25
日
に

お
参
り
し
て
、「
お
い
ま
さ
ん
」
の
心
に
ふ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
人
と
し
て
大
切
な
心
を
ふ

り
返
り
考
え
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
父
母
か

ら
、
さ
ら
に
遠
く
先
祖
か
ら
私
た
ち
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
を
思

い
、「
い
の
ち
」
を
育
ん
で
く
だ

さ
っ
た
父
母
へ
の
感
謝
を
深
め

ま
す
。



� 広報「 」平成 23 年 4 月号

ま
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ニ
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ー
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イ
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ニ
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ニ
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市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

まちのニュース　

市政ニュース

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

蓮
花
ち
ゃ
ん
だ
よ
り

　

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｌ
Ｙ
Ｎ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ

ｈ
ｉ
ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
が
実
施
し
た
「
第

二
の
せ
ん
と
く
ん
を
探
せ
！
ゆ
る
キ

ャ
ラ
大
集
合
＆
大
投
票
」
で
蓮
花
ち

ゃ
ん
が
見
事
第
１
位
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
県
内

各
自
治
体
な
ど
で
生
ま
れ
た
ゆ
る
キ

ャ
ラ
を
一
挙
紹
介
し
、
読
者
か
ら
投

票
を
募
っ
た
も
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
で
全
国
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、

１
位
に
蓮
花
ち
ゃ
ん
、
２
位
に
ま
ん

と
く
ん
、
３
位
に
郷
士
く
ん
と
い
う

結
果
で
し
た
。

　

蓮
花
ち
ゃ
ん
は
、
賞
状
を
受
け
取

る
と
大
喜
び
で
、「
地
元
の
た
め
に
、

そ
し
て
奈
良
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て

い
く
た
め
に
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」

と
の
言
葉
に
う
な
づ
い
て
い
ま
し
た
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
投
票

１
位
に
蓮
花
ち
ゃ
ん

　

２
月
20
日
、
新
庄
文

化
会
館
で
「
葛
城
市
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推

進
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

華
表
保
育
園
「
Ｔ

ｅ
ａ
ｍ
華
音
」
の
皆
さ

ん
の
か
わ
い
い
歌
声
と
、

元
気
な
和
太
鼓
演
奏
に

よ
り
幕
が
上
が
り
、
市
内
小
・
中
学
校
５
人

の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
す
ば
ら
し
い

作
文
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
次
に
、
平

成
22
年
度
地
域
公
民
館
モ
デ
ル
分
館
活
動
と
し

て
指
定
を
受
け
た
南
道
穂
分
館
が
「
一
人
ひ
と

り
の
幸
せ
づ
く
り
を
」、ま
た
尺
土
分
館
が
「“
心

の
か
よ
い
あ
う
ま
ち
・
住
み
よ
い
ま
ち
”
づ
く

り
を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
、
生
涯
学
習
活
動

の
様
子
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
様
子
を
、
実

演
等
も
交
え
て
ご
披
露
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
な

お
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、「
手
話
サ

ー
ク
ル
友
情
」
の
皆
さ
ん
に
手
話
通
訳
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ビ
ー
で

は
モ
デ
ル
分
館
活
動
の
取
組
の
展
示
、
ま

た
展
示
室
で
は
中
央

公
民
館
を
は
じ
め
と

す
る
生
涯
学
習
教
室
・

講
座
の
合
同
作
品
展

も
併
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
に
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

  

葛
城
市
と
葛
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
葛
城

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て
、
責
任
を

持
っ
て
被
災
地
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

　

新
庄
庁
舎
・
當
麻
庁
舎
・
各
施
設　

他

　

計
26
施
設

銀
行
振
込

　

口
座

　
　

南
都
銀
行
新
庄
支
店

　
　

普
通
預
金　

２
０
４
８
８
９
７

　

名
義

　
　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
義
援
金
口

　
　

葛
城
市
会
計
管
理
者

※
南
都
銀
行
窓
口
を
ご
利
用
の
場
合
、
振

　

り
込
み
手
数
料
は
無
料
で
す
。

※
南
都
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
他
の
金
融
機
関
か

　

ら
は
、
振
り
込
み
手
数
料
が
か
か
り
ま

　

す
。

※
銀
行
扱
い
は
、
土
・
日
・
祝
日
は
取
扱

　

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
生
活
安
全
課

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
・・・

卒
業
（
園
）
式

　3 月は卒業式の季節。
　市内中学校・小学校・幼稚園で卒業（園）式が行われました。
　これまで通ってきた学校・幼稚園での思い出と、これから入学する学校
　や進む道への希望と不安を胸に、みんな元気よく巣立っていきました。

白鳳中学校のようす 新庄中学校のようす
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新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

は
届
い
て
い
ま
す
か
？

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
以
下
、
保

険
証
）
を
３
月
下
旬
頃
に
簡
易
書
留
郵
便

に
て
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
新
し
い
保

険
証
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
保
険
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
月
ま
で
ご
使
用
さ
れ
た
古
い

保
険
証
は
、
４
月
か
ら
は
無
効
と
な
り
ま

す
の
で
、
各
自
処
分
い
た
だ
く
か
保
険
課

ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
は
、
１
人
１
枚
の
カ
ー
ド
タ
イ

プ
で
小
さ
い
た
め
、
紛
失
等
に
は
十
分
注

意
し
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
万
一

紛
失
し
た
場
合
に
は
、
保
険
課
で
再
交
付

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
課

国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

仮
徴
収
の
お
知
ら
せ

仮
徴
収
と
は

　

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
（
以
下
、
保
険
税
等
）

を
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
特
別
徴
収

に
お
い
て
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の

特
別
徴
収
を
仮
徴
収
と
い
い
ま
す
。

仮
徴
収
の
額
は
、
前
年
の
保
険
税
等

が
基
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
の
保
険
税
等

は
7
月
頃
に
決
定
し
ま
す
の
で
、
仮

徴
収
し
た
額
を
差
し
引
い
た
残
額
を

10
月
・
12
月
・
２
月
に
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
（
本
徴
収
）。

平
成
23
年
２
月
時
点
で
、
保
険
税
等
を

特
別
徴
収
で
お
支
払
い
さ
れ
て
い
る
方

　

原
則
と
し
て
２
月
分
の
天
引
き
額
を
４

月
・
６
月
・
８
月
に
仮
徴
収
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
度
中
に
世
帯
主
が
75
歳
に

な
ら
れ
る
場
合
は
、
普
通
徴
収
へ
変
更
と

な
り
ま
す
。

新
た
に
４
月
か
ら

特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
方

　

４
月
・
６
月
・
８
月
の
仮
徴
収
額
は
、

平
成
22
年
度
の
保
険
税
等
の
額
を
基
に
算

定
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

　

仮
徴
収
の
通
知
は
、
４
月
上
旬
頃
に
送

付
し
ま
す
。

▼
保
険
課

平
成
23
年
４
月
以
降
の

国
民
健
康
保
険

出
産
育
児
一
時
金

　

出
産
育
児
一
時
金
と
は
、
出
産
に
関
す

る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
医
療

保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で

　

平
成
21
年
10
月
1
日
か
ら
直
接
支
払
制

度
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
38
万
円
だ
っ

た
支
給
額
が
暫
定
的
に
42
万
円
へ
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら

　

支
給
金
額
は
引
き
続
き
42
万
円
で
す
。

※
産
科
医
療
補
償
制
度
の
対
象
と
な
ら
な

　

い
出
産
の
場
合
は
39
万
円
と
な
り
ま
す
。

◇
産
科
医
療
補
償
制
度
と
は
…
通
常
の
妊

娠
・
分
娩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
娩
に
関

連
し
て
重
度
脳
性
麻
痺
児
と
な
っ
た
場
合

の
補
償
の
機
能
と
、
原
因
分
析
・
再
発
防

止
の
機
能
を
併
せ
持
つ
制
度
で
す
。

　

出
産
費
用
の
支
払
方
法

★
「
直
接
支
払
制
度
」
に
加
え
て
、「
受

　

取
代
理
」
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、

医
療
機
関
等
で
の
支
払
い
は
出
産
育
児
一

時
金
を
超
え
た
分
の
み
と
な
り
、
事
前
に

ま
と
ま
っ
た
出
産
費
用
を
用
意
す
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
出
産
費
用
が

出
産
育
児
一
時
金
を
下
回
っ
た
場
合
、
そ

の
差
額
は
国
民
健
康
保
険
か
ら
被
保
険
者

へ
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
直
接
支
払
制
度
と
は
…
医
療
機
関
等
が
、

　

被
保
険
者
に
代
わ
っ
て
出
産
育
児
一
時

　

金
を
保
険
者
へ
申
請
す
る
も
の
で
す
。

◇
受
取
代
理
制
度
と
は
…
被
保
険
者
が
、

　

医
療
機
関
等
を
受
取
代
理
人
と
し
て
出

　

産
育
児
一
時
金
を
保
険
者
へ
事
前
に
申

　

請
す
る
も
の
で
す
。

　

ご
注
意

　

医
療
機
関
等
に
よ
っ
て
対
応
可
能
な
制

度
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
分
娩
さ
れ
る
医

療
機
関
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
上
記
の
制
度
を
利
用
し
な
い
支
払
方
法

　

も
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

直
接
支
払
制
度
や
受
取
代
理
制
度
を
導

入
し
て
い
る
医
療
機
関
等
で
の
分
娩
で
あ

っ
て
も
、
利
用
す
る
か
ど
う
か
は
被
保
険

者
の
選
択
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度

を
利
用
し
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関
等
へ

出
産
費
用
を
全
額
支
払
い
、
後
か
ら
国
民

健
康
保
険
へ
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
申

請
を
し
ま
す
。▼

詳
し
く
は
、
保
険
課
ま
で

市政ニュース　
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土
地
・
家
屋
価
格
な
ど
の
縦
覧
は
、
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
23
年
度
の
土
地
お
よ
び
家
屋
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

自
分
の
所
有
す
る
物
件
だ
け
で
な
く
、

他
人
の
所
有
す
る
物
件
の
評
価
額
も
縦
覧

で
き
ま
す
。

対
象　

市
内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る

　

納
税
者
、
ま
た
は
納
税
者
の
委
任
を
受

　

け
た
人

期
間　

４
月
1
日
㈮
～
５
月
２
日
㈪

　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所　

税
務
課
（
新
庄
庁
舎
・
當
麻
庁
舎
）

縦
覧
内
容　

税
額
な
ど
次
の
内
容
以
外
は

　

縦
覧
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
土
地
…
所
在
、
地
番
、
地
目
、
価
格

○
家
屋
…
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構

　
　
　
　

造
、
床
面
積
、
価
格

※
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。
納

税
者
以
外
の
人
は
、
委
任
状
と
本
人
確
認

の
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

納
税
義
務
者
が
税
額
な
ど
自
分
の
所
有

す
る
物
件
の
課
税
内
容
を
知
り
た
い
場
合

は
、
期
間
に
関
係
な
く
、
い
つ
で
も
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
有
償
で
土
地
や
家
屋
を
借
り
て

い
る
人
も
対
象
物
件
を
限
定
し
て
閲
覧
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
当
該
物
件
に
係
る
賃

貸
借
契
約
書
の
写
し
な
ど
が
必
要
で
す
。

対
象　

納
税
義
務
者
、
納
税
義
務
者
の
委

　

任
を
受
け
た
人
、
借
地
・
借
家
人
な
ど

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

場
所　

税
務
課
（
新
庄
庁
舎
・
當
麻
庁
舎
）

※
納
税
通
知
書
・
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。
委

任
を
受
け
た
人
は
、
委
任
状
と
本
人
確
認

の
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

広
報
３
月
号
に
掲
載
の
と
お
り
、
４

月
１
日
よ
り
、
税
務
関
係
書
類
等
を
申
請

さ
れ
る
際
の
印
鑑
の
押
印
を
廃
止
し
、
窓

口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
手
数
お
か
け
し

ま
す
が
、
申
請
の
際
に
は
、
運
転
免
許
証

等
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も

の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

市政ニュース　

市
政
ニ
ュ
ー
ス

平成23年度　葛城市税の納付期限のお知らせ
　納付期限日一覧

税　目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
市県民税（普通徴収） 6/30 8/31 10/31 12/26
固定資産税 5/2 8/1 9/30 11/30
軽自動車税 5/31
国民健康保険税（普通徴収） 8/1 8/31 9/30 10/31 11/30 12/26 1/31 2/29

▼
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で

税
務
関
係
書
類
の
申
請
の
際
の

本
人
確
認
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　市税は、自主財源の主役を担う収入であり、そ
の確保は市民生活とまちづくりをささえるのに必
要不可欠であると同時に、納税の公平性を確保す
る観点からも重要です。
　納期限を過ぎて納付すると、延滞金や督促手数
料が発生し、納税者は余計な負担をしなければな
らない場合があります。延滞金や督促手数料は、
納期内に納付した人と納付しなかった人との公平
を保つためにも徴収しています。
　市税は、定められた期限（納期限）までに、納
税者の皆様に自主的に納めていただくものです。
葛城市では、この納税本来の姿である自主納税を
推進しています。
　失業や病気など、やむを得ない事情がある場合、
納期限を過ぎてもすぐに納付できない理由がある

場合など、早めに納付計画の相談をすることが大
切です。
※電話での納税相談は本人確認ができず、滞納情
報の漏えいにつながる恐れがあるためお受けでき
ません、必ず納期限内に納税通知書、印鑑をお持
ちになって収納促進課窓口（新庄庁舎 1 階）まで
お越しください。

　納税は社会の基本的なルールです！
　〜市税は納期内に納めましょう〜

　納税通知書が 4 月 18 日頃を過ぎてもお手元に
届かない場合は、税務課までご連絡ください。
　納期限は 5 月 2 日㈪です。納期内納付にご協
力ください。
　口座振替をご利用の方は、5 月 2 日が振替日と
なっていますので、前日までに預貯金残高の確認
をお願いします。

　４月は平成23年度固定資産税
　第1期分の納付月です！

▲

収納促進課・税務課
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平
成
23
年
度　

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
４
月
分
か
ら
平
成
24
年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

　

月
額　

１
万
５
０
２
０
円

で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の

納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
の
保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
の
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　定額保険料を前納する場合の額
納付方法 納付期間 前納額

口座振替
1 年前納 176,460 円（割引額 3,780 円）
6か月前納 89,100 円（割引額 1,020 円）
1か月前納（早割り） 14,970 円（割引額 50 円）　

現金納付
1 年前納 177,040 円（割引額 3,200 円）
6か月前納 89,390 円（割引額 730 円）

　定額保険料+付加保険料（月額400円）を
　前納する場合の額

納付方法 納付期間 前納額

口座振替
1 年前納 181,160 円（割引額 3,880 円）
6か月前納 91,470 円（割引額 1,050 円）

現金納付
1 年前納 181,750 円（割引額 3,290 円）
6か月前納 91,770 円（割引額 750 円）

※口座振替による前納の引落し日は、「1年前納」の場合は 4月末日、
　「6か月前納」の場合は、4月末日と 10 月末日です。
　（月末が休日の場合は、翌営業日が引落し日となります。）

　

平
成
22
年
度
に
お
い
て
学
生
納
付
特
例

制
度
に
よ
り
、
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ

れ
て
い
る
方
（
平
成
23
年
２
月
中
旬
ま
で

に
承
認
手
続
き
が
完
了
し
て
い
る
方
）
で
、

平
成
23
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方

へ
、
３
月
下
旬
に
基
礎
年
金
番
号
等
の
印

字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例

申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、
こ

の
ハ
ガ
キ
に
必
要
最
小
限
の
記
載
事
項
を

記
入
す
る
だ
け
で
申
請
が
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
は
じ
め
て
学
生
納
付
特
例
の
申

請
を
す
る
方
は
、
従
来
ど
お
り
在
学
証
明

書
等
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
は
学
生
納
付
特
例

制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書
を
送
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
お
近
く
の
年

金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
申
請
の
簡
素
化

▼
詳
し
く
は
、
市
民
窓
口
課

　

ま
た
は
大
和
高
田
年
金
事
務
所

【
☎
（
22
）
３
５
３
１
】
ま
で

市政ニュース　

　平成23年度（平成23年4月）から
　児童扶養手当および特別児童扶養手当の金額が下記のように変更になります。

平成 22 年度
児 童 扶 養 手 当 特 別 児 童 扶 養 手 当

全部支給 一部支給 1 級 2 級
41,720 円 41,710 円〜 9,850 円 50,750 円 33,800 円

➡

平成 23 年度
児 童 扶 養 手 当 特 別 児 童 扶 養 手 当

全部支給 一部支給 1 級 2 級
41,550円 41,540円〜9,810円 50,550円 33,670円

▲

詳しくは、子育て福祉課まで
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市政ニュース　
開催日 開催場所 開始時間

4 月 16 日㈯ 太　田（太田集落センター） 午後 1時 30 分
兵　家（兵家公民館） 午後 7時 30 分

17 日㈰ 新在家（新在家公民館） 午後 7時 30 分
23 日㈯ 木　戸（木戸集落センター） 午前 10 時

南今市（南今市公民館） 午後 1時 30 分
八　川（八川公民館） 午後 7時 30 分

24 日㈰ 大　畑（大畑集落センター） 午前 10 時
勝　根（勝根公民館） 午後 1時 30 分
尺　土（尺土公民館） 午後 7時 30 分

29 日㈮ 染　野（染野公民館） 午前 10 時
加　守（加守公民館） 午後 7時 30 分

30 日㈯ 今在家（今在家公民館） 午前 10 時
長　尾（磐城地区公民館） 午後 1時 30 分
竹　内（竹内集落センター） 午後 7時 30 分

　※開催日時は都合により変更になることもあります。
　　その場合は市ホームページでご案内いたします。

「
市
長
と
語
る
」

大
字
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
や
葛
城
市
の
将
来
展

望
な
ど
、
各
大
字
ご
と
に
市
長
が
皆
さ
ま
に
直
接
お
会
い

し
、
親
し
く
意
見
交
換
す
る
た
め
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

開
催
日
時
が
確
定
し
て
い
る
大
字
は
次
の
と
お
り
で
す
。

開
催
時
間
は
１
時
間
30
分
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
他
の
大
字
に
つ
き
ま

し
て
は
、
開
催
日
時
が
確
定
し
ま
し
た
ら
広
報
誌
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
企
画
政
策
課

国勢調査にご回答いただき、ありがとうございました
平成22年国勢調査速報（葛城市の人口と世帯数）

　平成 22 年 10 月 1 日現在で実施、皆さまにご協力いただきました「平成 22 年 国勢調査」（第 19 回目）
の本市人口と世帯数（速報）は、次のとおりです。
　人口：３５，８５６人　　　　　　　　世帯数：１１，８６５世帯
　１世帯あたりの人数：３．０２人　　　人口密度：１，０６３人／ km 2

　（全国平均：２．４６人）　　　　　　　（全国平均：３４３人／ km 2）
　前回（平成 17 年）調査と比べて、人口は８７１人（＋２．５％）、世帯数は７８７世帯（＋７．１％）
で、ともに増加しました。
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1430000

500000

505000

510000

515000

520000

525000

葛 城 市
人 口 世帯数 人 口 世帯数

奈 良 県

H17 H22 H17 H22 H17 H22 H17 H22

※この値は、要計表（調査区ごとに人口や世帯数をとりまとめた一覧表）に基づく人口および世帯数
です。従いまして、平成 23 年 10 月に総務省統計局が公表予定の「調査票による集計結果（確定人口）」
と異なる場合があります。

▼情報推進課

平成22年国勢調査速報値　比較 増減

葛城市
人　口 平成 17 年  34,985 人 871平成 22 年（速報値）  35,856 人 

世帯数 平成 17 年  11,078 世帯 787平成 22 年（速報値）  11,865 世帯

奈良県
人　口 平成 17 年  1,421,310 人 − 21,332平成 22 年（速報値）  1,399,978 人

世帯数 平成 17 年  503,068 世帯 20,212平成 22 年（速報値）  523,280 世帯

平成17年国勢調査との比較（葛城市・奈良県）

市
政
ニ
ュ
ー
ス
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市政ニュース　

　

葛
城
市
で
は
、
県
内
全
市
町
村
と
共
同

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
左
記

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス

　

公
共
施
設
の
空
き
状
況
の
照
会
や
予
約
、

各
施
設
で
開
催
さ
れ
る
講
座
の
申
し
込
み

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

（
空
き
状
況
照
会
を
実
施
中
）

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

　

各
種
申
請
・
届
出
、
講
座
・
イ
ベ
ン
ト

申
し
込
み
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

よ
り
簡
単
で
便
利
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
葛
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ア
ク
セ
ス
は
こ
ち
ら

パ
ソ
コ
ン
： http://w

w
w
.egov-nara.jp/

e-kotonara/

携
帯
電
話
：
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
？

「
ｅ
古
都
な
ら
」
シ
ス
テ
ム

▼施設予約

▼電子申請

▼
詳
し
く
は
、
情
報
推
進
課
ま
で

➡
　

テ
レ
ビ
画
面
の
右
上
に
ア
ナ
ロ
グ
と
表

示
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
を
ご
覧
の
方
は
、

○
「
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
（
薄
型
テ
レ
ビ
）」

　

に
買
い
替
え
る

○「
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
」ま
た
は「
デ

　

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機
」
を

　

取
り
付
け
る

…
等
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
テ
レ
ビ
は
見

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
工
事
等
が
必
要
な
場

合
も
移
行
間
際
は
、
た
い
へ
ん
混
み
合
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

準
備
が
ま
だ
の
方
は
、
お
近
く
の
電
気

店
や
量
販
店
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

左
記
で
も
準
備
が
ま
だ
の
方
を
対
象
に
、

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
奈
良
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
デ
ジ
サ
ポ
奈
良
）

【
☎
０
７
４
２
（
90
）
２
２
２
２
】

平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
：
午
前
９
時
～
午
後
６
時

ザー…
重
要
な
お
知
ら
せ

　

今
年
の
７
月
で
「
ア
ナ
ロ
グ
放
送
」
は
終
了
し

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
へ
移
行
し
ま
す

7 月 24 日。
何もしないでいると、
あなたのアナログテレビは
こうなります。

※
地
域
に
よ
っ
て
は
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放

　

送
へ
の
お
知
ら
せ
等
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
22
年
10
月
よ
り
地

元
の
民
生
児
童
委
員
さ
ん
が
「
お
誕
生
お

め
で
と
う
！
」
の
意
味
を
込
め
て
、
健
康

増
進
課
に
妊
娠
届
が
な
さ
れ
、
か
つ
出
生

連
絡
票
の
提
出
を
行
っ
た
家
庭
を
対
象
に

訪
問
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　

現
在
葛
城
市
で
は
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
55
名
、
主
任
児
童
委
員
は
４
名
が
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
々
、
住
民
の
方
々
の
生
活
上
の
悩
み

の
相
談
に
応
じ
、
地
域
と
と
も
に
自
立
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要

な
支
援
を
行
う
地
域
福
祉
の
推
進
者
で
す
。

　

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
さ
れ

た
、
す
べ
て
の
お
子
さ
ま
を
対
象
に
民
生

児
童
委
員
さ
ん
が
全
戸
訪
問
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
事
を
思
い
切
っ

て
相
談
す
れ
ば
、
自
分
で
は
考
え
つ
か
な

か
っ
た
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

葛
城
市
す
こ
や
か
訪
問
事
業

▼
社
会
福
祉
課
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

市政ニュース　

市
政
ニ
ュ
ー
ス

受
付
期
間

　

随
時
受
付
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
お

　

よ
び
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

受
付
場
所

　

上
下
水
道
部　

下
水
道
課

　
（
竹
内
１
０
８
３
番
地
）

※
新
庄
庁
舎
お
よ
び
當
麻
庁
舎
で
は
、
受

　

付
で
き
ま
せ
ん
。

要
件

◇
過
去
５
年
以
内
に
指
定
試
験
機
関
が
行

　

う
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
に

　

合
格
、
ま
た
は
更
新
講
習
を
終
了
し
た

　

者
。

◇
葛
城
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
新
規

　

登
録
を
行
う
に
は
、
専
属
の
葛
城
市
排

　

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
が
必
要
で
す
。

◇
そ
の
他
の
必
要
要
件
は
、
下
水
道
課
に

　

て
配
布
す
る
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
を
除

　

く
）

受
付
場
所

　

上
下
水
道
部　

下
水
道
課

　
（
竹
内
１
０
８
３
番
地
）

※
新
庄
庁
舎
お
よ
び
當
麻
庁
舎
で
は
、
受

　

付
で
き
ま
せ
ん
。

要
件

◇
葛
城
市
に
登
録
し
て
い
る
専
属
の
排
水

　

設
備
工
事
責
任
技
術
者
を
有
し
て
い
る

　

こ
と
。

◇
奈
良
県
内
に
営
業
に
相
当
す
る
店
舗
を

　

有
し
て
い
る
こ
と
。

◇
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
お
よ
び
機

　

材
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

◇
そ
の
他
の
必
要
要
件
は
、
下
水
道
課
に

　

て
配
布
す
る
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

葛
城
市
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

登
録
申
請
受
付
（
新
規
）

葛
城
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

指
定
申
請
受
付
（
新
規
）

※
い
ず
れ
の
申
請
も
、下
水
道
課
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
お
よ
び
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
【
☎
（
69
）
３
０
０
１
】
ま
で

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

指
定
工
事
店
・
責
任
技
術
者
登
録
（
新
規
）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
集
団
予
防
注
射

犬
の
登
録
は
、
生
涯
１
回
。
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
１
回
。

日 程 時 間 実 施 場 所

4 月 19 日㈫
10:00 〜 10:30 笛吹集会所前
10:45 〜 11:30 西辻コミュニティセンター前
13:30 〜 15:00 歴史博物館駐車場

4月 20 日㈬ 9:30 〜 11:30 葛城市役所新庄庁舎北側駐車場

4月 21 日㈭
9:30 〜 11:30 商工会本所（旧新庄商工会）駐車場
13:30 〜 15:30 公民館疋田分館前

5月 10 日㈫

9:30 〜 10:10 當麻観光駐車場
10:30 〜 11:10 勝根公民館前
11:30 〜 12:00 今在家農業実行組合倉庫前
13:30 〜 14:00 染野公民館前
14:20 〜 14:50 新在家公民館前
15:10 〜 15:50 加守公民館前

5月 11 日㈬

9:30 〜 10:10 南今市公民館前
10:30 〜 11:00 太田集落センター前
11:20 〜 12:00 大畑集落センター前
13:30 〜 14:00 竹内集落センター前
14:20 〜 15:00 兵家公民館前

5月 12 日㈭

9:30 〜 10:00 木戸集落センター前
10:20 〜 11:00 八川公民館前
11:20 〜 12:00 尺土公民館前
13:30 〜 14:30 葛城市役所當麻庁舎前

※最寄りの動物病院でも予防注射は受けられます。（料金が異なります。）

　

生
後
、
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る

方
は
、
登
録
と
予
防
注
射
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
『
予
防
注
射
実
施
の
お
知
ら
せ
』
の
は

が
き
が
届
い
て
い
る
方
は
、
当
日
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
手
数
料

　

３
０
０
０
円

　
（
犬
の
登
録
が
ま
だ
の
方
）

狂
犬
病
予
防
注
射

　

３
２
０
０
円▼

詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
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「
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
市
民
参
加
の

「
菜
の
花
ま
つ
り
」
ア
ー
ス
デ
イ
in
か
つ
ら
ぎ
開
催

　

葛
城
市
は
自
然
を
生
か
し
、
市
民
参
加

の
「
景
観
と
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
一
環
で
昨
秋
に
は
葛
木
と
柿
本

の
遊
休
農
地
や
空
き
地
に
菜
の
花
を
植
え

ま
し
た
。
ま
た
市
内
の
学
校
で
も
菜
の
花

を
配
布
し
、
春
に
は
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で

「
菜
の
花
畑
」
が
見
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
菜
の
花
を
み
ん
な
で
楽
し
み
、
環

境
学
習
に
も
つ
な
げ
る
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と

な
り
「
菜
の
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
が

発
足
、
菜
の
花
が
満
開
に
な
る
4
月
に
開

催
し
ま
す
。

日
時

　

4
月
16
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所

　

葛
城
市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

　

菜
の
花
畑
（
葛
木
周
辺
）

内
容

　

菜
の
花
畑
鑑
賞

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

飲
食
コ
ー
ナ
ー

　

環
境
活
動
パ
ネ
ル
展

　

蓮
花
ち
ゃ
ん
撮
影
会　

ほ
か

★
「
菜
の
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
で
は
、

「
菜
の
花
ま
つ
り
」
ア
ー
ス
デ
イ
in
か
つ

ら
ぎ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、

　

菜
の
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
【
☎
０
７
４
４
（
52
）
５
２
３
０
】

　

ま
た
は

　

環
境
課

　
【
☎
（
69
）
３
０
０
１
】

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
お
ひ
さ
ま
堆た
い
ひ肥

』
第
３
期
モ
ニ
タ
ー
募
集
！

　

生
ゴ
ミ
を
良
質
の
堆
肥
に
し
ま
せ
ん

か
？

　

ご
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
、
太
陽
の

熱
で
堆
肥
に
し
ま
す
。

　

第
１
・
２
期
モ
ニ
タ
ー
よ
り
、

「
ゴ
ミ
出
し
が
軽
く
な
っ
て
良
か
っ
た
。」

「
元
気
な
ほ
う
れ
ん
草
が
収
穫
で
き
た
。」

な
ど
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
を
さ
れ
て
い
る
方
、
お
庭
で

花
作
り
を
さ
れ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数

　

50
人
（
先
着
順
・
市
内
在
住
の
方
）

募
集
期
間

　

４
月
５
日
㈪
～
23
日
㈮

講
習
会

　

４
月
30
日
㈮
・
５
月
13
日
㈮

　

午
後
１
時
～
３
時

※
モ
ニ
タ
ー
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
ち
ら

　

か
１
回
の
受
講
が
必
要
で
す
。

講
習
会
参
加
費

　

１
０
０
０
円　

申
し
込
み
方
法

　

環
境
課
窓
口
も
し
く
は
電
話
に
て

　

生
ゴ
ミ
処
理
の
手
順

①
発
酵
資
材
の
入
っ
た
コ
ン
テ
ナ
に
、
生

　

ゴ
ミ
を
入
れ
る
。

②
生
ゴ
ミ
に
発
酵
資
材
を
ふ
り
か
け
る
。

③
コ
ン
テ
ナ
の
ふ
た
を
閉
め
、
日
の
当
た

　

る
と
こ
ろ
に
置
く
。

　

①
か
ら
③
を
約
１
ヶ
月
繰
り
返
す
。

　
（
一
次
発
酵
）　

④
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
コ
ン
テ
ナ
を
市

　

役
所
に
持
っ
て
行
く
。

※
コ
ン
テ
ナ
お
よ
び
発
酵
資
材
は
、
無
料

　

で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

※
一
次
発
酵
後
の
堆
肥
は
、
良
質
な
堆
肥

　

に
し
て
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

し
ま
す
。

※
自
然
の
力
を
利
用
す
る
の
で
、
電
気
代

　

等
の
コ
ス
ト
が

　

か
か
り
ま
せ
ん
。

※
手
順
④
が
困
難

　

な
人
は
、
環
境

　

課
ま
で
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

イベント・募集　

▼
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で



イベント・募集　　　広報かつらぎ・市ホームページについて
　　　　　　　アンケートを実施しています！　　

　平成 16年 10月に創刊したこの「広報かつらぎ」も、今号で 79回目の発行となりました。
　広報かつらぎは、もっと葛城市を好きになってもらえるよう、読みやすく親しまれる広報誌を目指
　しています。今年度からはさまざまなコーナーを新設し、大きくリニューアルしていく予定です。
　またホームページも、利用しやすくわかりやすいページを目指していきます。
　みなさんのご意見やご感想をお伺いするために、アンケートを実施します。
　ぜひご協力をお願いいたします。

回答方法
　この用紙の裏はすべてアンケートになっています。
　アンケートは、次の４つの方法からいずれか１つを選んで提出してください。

　FAX
　この用紙の裏を市役所宛へ FAXしてください。
　※通信料はご負担ください。
　FAX　0745（69）7452

　郵送
　封筒に入れ市役所へ郵送してください。
　※封筒代と切手代はご負担ください。
　宛先　〒 639-2195　葛城市柿本 166番地　葛城市役所　企画政策課

　回収箱
　市役所や各施設などに設置しているアンケート回収箱へ投函してください。
　※アンケート回収箱設置場所は次の８か所です。
　※回収箱に入れる場合、切手は不要です。
　市役所新庄庁舎・當麻庁舎・ゆうあいステーション・中央公民館
　いきいきセンター・新庄健康福祉センター・當麻スポーツセンター・歴史博物館

　ホームページ
　市ホームぺージからもアンケート回答することができます。
　http://www,city.katsuragi.nara.jp/enquete

アンケートに関するお問い合わせは、　
企画政策課【☎0745（69）3001】まで　



【広報誌についてお伺いします】
Q．広報かつらぎは読みやすいですか
　１　読みやすい
　２　普通
　３　読みにくい
Q．上記2・3と答えた方にお聞きします
　　その理由は何ですか【複数回答可】
　１　字が小さい、詰まっている感じがある
　２　読みたい記事を探しにくい
　３　デザイン（色づかい・配置など）がよくない
　４　内容が分かりにくい
　５　写真・図などが少ない
　６　ページ数が多い
　７　ページ数が少ない
　８　その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　】
Q．縦書きと横書きはどちらが読みやすいですか
　１　縦
　２　横
　３　どちらでもよい
Q．よく読むコーナーは何ですか【複数回答可】
　１　まちのニュース
　２　市政ニュース
　３　イベント・募集
　４　地域安全・ニュース
　５　子育て・健康
　６　文化・教養
　７　情報コーナー
　８　裏表紙
Q．今後広報誌で取り上げてほしい特集・テーマ
　　はありますか
　自由記入【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

【ホームページについてお伺いします】
Q．葛城市のホームページは使いやすいですか
　１　使いやすい
　２　普通
　３　使いにくい
　４　ホームページを見たことがない（以下回答不要）
Q．上記２・３と答えた方にお聞きします
　　その理由は何ですか【複数回答可】
　１　字が詰まっている感じがある
　２　知りたい情報になかなかたどり着けない
　３　デザイン（色づかい・配置など）がよくない
　４　内容が分かりにくい
　５　写真・図などが少ない
　６　情報が古い
　７　その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　】
Q．よく見るページは何ですか【複数回答可】
　１　イベントや講座
　２　生活情報
　３　市役所での手続き
　４　市の計画・施策・財政等
　５　施設情報
　６　安全・安心
　７　市の人口・歴史
　８　蓮花ちゃん関連
Q．市の携帯版ホームページを利用したことは
　　ありますか
　１　ある
　２　ない
Q．今後新たに望むコーナーはありますか
　自由記入　【　　　　　　　　　　　　　　　　　】

広報アンケート
★なるべく今号の広報と現在のホームページをご覧になってから記入してください。

Q．あなたの年齢・性別などを記入してください
　年代【20歳未満・20代・30代・40代・50代・60代・70歳以上】　
　性別【男・女】
　市に関する主な情報源は何ですか【広報誌・ホームぺージ・有線（無線）放送・その他（　　　　　　　　）】

▼該当するものに１つだけ○をつけてください▼

○その他広報誌・ホームページについて、ご意見やご感想などがあれば自由に記入してください

ご協力ありがとうございました

FAX　0745（69）7452　
葛城市役所　企画政策課　行き



11 広報「 」平成 23 年 4 月号

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

葛
城
市
ぼ
た
ん
祭
期
間
中
の
行
事

　

當
麻
寺
・
石
光
寺
に
は
何
千
本
も
の
牡

丹
が
あ
り
、
こ
の
牡
丹
の
開
花
時
期
に
は
、

當
麻
寺
参
道
お
よ
び
石
光
寺
周
辺
に
ぼ
ん

ぼ
り
が
設
置
さ
れ
、
祭
の
雰
囲
気
を
演
出

し
ま
す
。

　

期
間
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

ぼ
た
ん
祭
期
間

　

４
月
15
日
㈮
～
５
月
15
日
㈰

問
い
合
わ
せ
先

　

葛
城
市
相
撲
館
『
け
は
や
座
』

　
【
☎
（
48
）
４
６
１
１
】

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

期
間
中
の
主
な
行
事

　

４
月
12
日
㈫
〜
18
日
㈪

「
第
６
回
葛
城
描
こ
う
展
・
２
０
１
１
春
」

場
所　

文
晃
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

４
月
16
日
㈯

「
導
き
観
音
祈
願
会
」

「
尺
八
無
料
体
験
講
習
」

場
所　

當
麻
寺
中
之
坊

　

４
月
23
日
㈯

「
二
上
山
岳
登
り
」

多
く
の
人
が
山
登
り
を
楽
し
み
ま
す
。

受
付　

午
前
11
時

場
所　

新
在
家
大
池
登
山
口

　

４
月
29
日
（
金
・
祝
）

「
菩
薩
講
練
り
初
め
」

場
所　

當
麻
寺
護
念
院

　

５
月
14
日
㈯

「
當
麻
寺
練
供
養
会
式
」

時
間　

午
後
４
時
～
５
時

▲當麻寺練供養会式

だ
れ
で
も
で
き
る　

水
中
運
動
教
室

前
期
受
講
生
募
集
！　
　

水
中
運
動
で
体
力
づ
く
り
！　

　
　
　

あ
な
た
も
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
、
い
つ
ま
で

も
健
康
で
若
々
し
い
体
を
保
つ
た
め
の
水

中
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
頃
、
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
は
、
水
中
運
動
で
解
消
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

実
施
日

　

４
月
20
日
㈬
～
７
月
13
日
㈬　

計
12
回

※
た
だ
し
、
５
月
４
日
（
水
・
祝
）
を
除
く

時
間

　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
40
分

場
所

　

福
祉
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

内
容

　

運
動
指
導
士
に
よ
る
水
中
ウ
ォ
ー
ク
や

水
中
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
の
運
動
や
体
操
を

行
い
、
定
期
的
に
体
力
測
定
や
評
価
を
行

い
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定

を
受
け
て
お
ら
ず
、
プ
ー
ル
で
の
運
動
を

通
し
て
体
力
づ
く
り
に
意
欲
的
な
方
で
、

初
め
て
本
教
室
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
。

※
な
お
以
前
、
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

で
本
教
室
を
受
講
さ
れ
た
方
は
本
年
度
、

　

受
講
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
定
員

　

30
名
程
度
（
先
着
順
）

募
集
締
切

　

４
月
15
日
㈮

費
用

　

プ
ー
ル
等
の
使
用
料
と
し
て
１
回
に
つ

き
、
３
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
福
祉
課
【
☎
（
48
）
２
８
１
１
】

▼
詳
し
く
は
、
長
寿
福
祉
課
ま
で
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イベント・募集　地 域 安 全 ニ ュ ー ス   　
「
ま
ち
の
達
人
さ
ん
」
大
募
集
！

―

葛
城
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク―

「
ま
ち
の
達
人
さ
ん
」の
目
的
と
は
？

　

こ
の
事
業
は
、
豊
か
な
知
識
・
体

験
・
技
能
な
ど
を
お
持
ち
の
方
々
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
学
校
教

育
や
社
会
教
育
の
お
手
伝
い
を
い
た

だ
き
、
本
市
教
育
の
よ
り
一
層
の
振

興
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

登
録
内
容

⑴
学
校
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
体
験
学
習
支
援

▽
昔
の
遊
び
の
紹
介
な
ど
、豊
か
な
体
験
・

　

知
識
・
技
能
を
活
か
し
て
授
業
支
援

②
ス
ポ
ー
ツ
指
導
支
援

▽
中
学
校
の
部
活
動
の
技
術
指
導
支
援

③
学
校
安
全
支
援

▽
児
童
の
登
下
校
・
校
内
外
巡
視
な
ど

⑵
社
会
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
市
内
の
団
体

や
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
学
習
活

動
の
支
援

▽
歴
史
・
文
学
・
会
話
・
料
理
・
ス
ポ
ー

　

ツ
・
舞
踊
・
文
芸
・
手
芸
な
ど

登
録
方
法

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
登
録
を
希
望

の
方
は
、「
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
登
録

申
込
書
」（
生
涯
学
習
課
備
付
）
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、生
涯
学
習
課（
當

麻
庁
舎
２
階
）
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
受
付
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
㈮
～
22
日
㈮

そ
の
他

⑴
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
「
ま
ち
の
達
人

さ
ん
」
に
登
録
さ
れ
た
方
を
、
葛
城
市
教

育
委
員
会
管
轄
の
学
校
・
社
会
教
育
施
設

な
ど
に
紹
介
し
、
そ
の
要
請
に
応
じ
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
も
す

ぐ
に
活
動
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑵
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
は
、
登
録

で
き
ま
せ
ん
。

◇
営
利
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

◇
特
定
の
政
党
等
の
利
害
に
関
す
る
事
業

　

を
目
的
と
す
る
こ
と
。

◇
公
私
の
選
挙
に
関
し
、
特
定
の
政
党
及

　

び
候
補
者
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

　

す
る
こ
と
。

申
し
込
み
／
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
【
☎
（
48
）
２
８
１
１
】

自
衛
官
等
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
23
年
度
採
用
の
一

般
曹
候
補
生
お
よ
び
一
般
・
技
術
幹
部
候

補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

★
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
）

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

　
（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間

　

平
成
23
年
５
月
６
日
ま
で

試
験
日

１
次
試
験　

平
成
23
年
5
月
21
日
㈯

２
次
試
験　

平
成
23
年
6
月
22
日
～

　
　
　
　
　

27
日
の
間
の
指
定
す
る
1
日

★
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

応
募
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
男
女

　
（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間

　

平
成
23
年
５
月
６
日
ま
で

試
験
日

１
次
試
験　

平
成
23
年
５
月
14
日
㈯

２
次
試
験　

平
成
23
年
６
月
14
日
～

　
　
　
　
　

16
日
の
間
の
指
定
す
る
日

３
次
試
験　

平
成
23
年
７
月
中
旬
～

　
　
　
　
　

８
月
初
旬

※
３
次
試
験
は
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
飛

　

行
要
員
の
み

資
料
請
求

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
資
料
閲
覧
、
請

求
が
で
き
ま
す
。

　

奈
良
地
方
協
力
本
部
（
Ｐ
Ｃ
用
）

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/nara

問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

　
【
☎
０
７
４
４
（
29
）
９
０
６
０
】

奈
良
県
知
事
選
挙
及
び
奈
良
県

議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
、

投
票
所
の
地
番
表
示
の
変
更

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
換
地
処
分

に
よ
り
、
第
７
投
票
所
（
北
花
内
Ｊ
Ｒ
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
の
住
所
地

番
が
、
北
花
内
５
０
２
番
地
８
か
ら
北
花

内
９
１
４
番
地
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

投
票
所
の
場
所
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

イベント・募集　地 域 安 全 ニ ュ ー ス   　

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
！　

▼
▼
１
１
９
コ
ー
ナ
ー
▲
▲

平
成
23
年
2
月
中
平
成
23
年
の
累
計

火
災
：

０
件
火
災
：

１
件

救
急
：
１
１
０
件
救
急
：
２
４
１
件

救
助
：

2
件
救
助
：

5
件

▼
消
防
署
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、

一
般
【
☎
（
69
）
７
１
７
１
】

火
災
案
内
【
☎
（
69
）
９
９
８
８
】

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

山
火
事
を
な
く
そ
う
！

　

春
本
番
、
ハ

イ
キ
ン
グ
・
ド

ラ
イ
ブ
な
ど
野

山
に
出
か
け
る

機
会
が
多
く
な

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
季
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
強
い

風
の
吹
く
日
が
多
く
、
１
年
の
う
ち
で
最

も
山
火
事
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

豊
か
な
緑
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。 

○
た
き
火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

春
季
火
災
予
防
運
動
の
行
事
の
一
環
と

し
て
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対

象
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。

（
応
募
数　

１
１
０
４
点
）

　

審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

※
学
校
・
学
年
は
平
成
23
年
３
月
現
在

（
敬
称
略
）

特
選
（
７
点
）

　

新
庄
中
学
校　
　

１
年　

松
田
英
美
花

　

白
鳳
中
学
校　
　

２
年　

大
橋　

勇
斗

　

新
庄
小
学
校　
　

６
年　

森
井
麻
優
子

　

新
庄
北
小
学
校　

５
年　

平
郡　

優
一

　

忍
海
小
学
校　
　

６
年　

安
川　

知
佐

　

當
麻
小
学
校　
　

６
年　

干
場　

史
花

　

磐
城
小
学
校　
　

４
年　

富
岡　

里
沙

入
選
（
７
点
）

　

新
庄
中
学
校　
　

１
年　

山
根　

稜
耀

　

白
鳳
中
学
校　
　

２
年　

中
上　

弥
幸

　

新
庄
小
学
校　
　

４
年　

髙
橋　

優
介

　

新
庄
北
小
学
校　

５
年　

吉
村　

涼
花

　

忍
海
小
学
校　
　

６
年　

宮
田　

莉
歩

　

當
麻
小
学
校　
　

５
年　

千
賀　

研
真

　

磐
城
小
学
校　
　

４
年　

野
志　

彪
海

佳
作
（
14
点
）

　

新
庄
中
学
校　
　

１
年　

東　
　

沙
知

　

白
鳳
中
学
校　
　

１
年　

奥
本
侑
里
香

　

新
庄
小
学
校　
　

５
年　

村
田　

晶
紀

　

新
庄
小
学
校　
　

５
年　

中
島　

春
果

　

新
庄
北
小
学
校　

５
年　

杉
本　

彩
佳

　

新
庄
北
小
学
校　

５
年　

森
下　

虎
暉

　

忍
海
小
学
校　
　

６
年　

藤
井
仁
一
朗

　

忍
海
小
学
校　
　

５
年　

菱
田　

園
子

　

忍
海
小
学
校　
　

５
年　

松
枝　

蒼
弥

　

當
麻
小
学
校　
　

５
年　

安
川　

千
裕

「
通
信
指
令
施
設
」
を
更
新

４
月
１
日
運
用
開
始

　

葛
城
市
消

防
本
部
で
は
、

従
来
の
通
信

指
令
施
設
の

老
朽
化
に
伴

い
通
信
施
設

を
更
新
し
ま

し
た
。

　

こ
の
指
令

シ
ス
テ
ム
は
、
通
信
指
令
台
・
Ｉ
Ｐ
電
話
、

携
帯
電
話
の
発
信
地
表
示
装
置
・
自
動
出

動
指
定
装
置
・
地
図
検
索
装
置
等
の
機
能

を
取
り
込
ん
で
お
り
、
１
１
９
番
通
報
受

信
か
ら
災
害
現
場
出
動
ま
で
の
時
間
を
短

縮
し
、
よ
り
確
実
な
指
令
を
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

防
火
ポ
ス
タ
ー入

賞
者
決
ま
る

災
害
時
に
お
け
る
電
気
設
備
の

応
急
復
旧
協
定
を
締
結

　

２
月
28
日
、

葛
城
市
は
奈

良
県
電
気
工

事
工
業
組
合

と
災
害
時
に

お
け
る
電
気

設
備
の
応
急

復
旧
の
応
援

に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、

災
害
時
に
お
い
て
公
共
施
設
等
で
迅
速
に

電
気
設
備
の
応
急
復
旧
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
今
後
も
、
葛
城
市
で
は
市
民

皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

災
害
時
の
応
援
協
力
に
つ
い
て
、
更
な
る

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

當
麻
小
学
校　
　

４
年　

奥
田　

真
也

　

磐
城
小
学
校　
　

６
年　

橋
本　

侑
樹

　

磐
城
小
学
校　
　

６
年　

山
口　

恒
心

　

磐
城
小
学
校　
　

６
年　

部
矢　

鈴
音

▼
生
活
安
全
課
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子 育 て ・ 健 康　

■
つ
ど
い
の
広
場　

■
キ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

■
わ
ん
ぱ
く
ル
ー
ム
■
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

　

こ
あ
ら
ル
ー
ム
…
５
月
９
日
㈪　

　

ら
っ
こ
ル
ー
ム
…
５
月
23
日
㈪

※
つ
ど
い
の
広
場
で
は
お
話
を
楽
し
む
日

　

と
童
謡
を
楽
し
む
日
が
あ
り
ま
す
。
ど

　

こ
の
施
設
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
も
構

　

い
ま
せ
ん
。

★
お
話
を
楽
し
む
日　

午
前
10
時
30
分
〜

　

５
月
11
日
㈬　

磐
城
児
童
館

　

５
月
16
日
㈪　

當
麻
文
化
会
館

　

５
月
18
日
㈬　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
童
謡
を
楽
し
む
日　

午
前
10
時
〜

　

５
月
２
日
㈪　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

４
月
・
５
月
の
予
定

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
☎
（
69
）
５
２
４
１
／
FAX
（
69
）
５
３
０
１
】

４
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

５
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
で
よ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
と

そ
の
家
庭
を
対
象
に
親
子
で
自
由
に
遊
べ

る
場
の
提
供
、
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
と

し
て
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
親
子
に
と
っ
て
家
庭
の
中

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
中
に
“
安
心

で
き
る
居
場
所
”
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

す
。『
子
育
て
』
は
楽
し
い
こ
と
も
あ
る

け
れ
ど
、
ド
キ
ド
キ
し
た
り
、
不
安
に
な

っ
た
り
、
み
ん
な
同
じ
こ
と
で
悩
ん
で
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
お
母
さ
ん
同
士
も
友
だ
ち
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
つ
ど
い

の
広
場
・
年
齢
別
つ
ど
い
（
わ
ん
ぱ
く
・

ひ
よ
こ
・
こ
あ
ら
・
ら
っ
こ
ル
ー
ム
）
3

歳
児
子
育
て
教
室
（
キ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
）

な
ど
の
子
育
て
支
援
事
業
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
か
つ
ら
ぎ
３
月
号
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
情
報
誌

「
か
つ
ら
ぎ
っ
こ
」

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、保
育
所
・

幼
稚
園
就
園
ま
で
の
市
内
の
子
育
て
の
情

小
児
救
急
医
療
講
演
会

　

２
月
18
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

大
和
高
田
市
立
病
院
小
児
科
部
長
・
清
益

先
生
が
「
子
ど
も
の
病
気
！
ど
ん
な
点
に

注
意
し
た
ら
い
い
の
？
」
と
題
し
て
講
演

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
様
子

見
で
よ
い
の
か
病
院
に
つ
れ
て
い
く
べ
き

な
の
か
を
解
消
す
る
た
め
に
、
医
療
機
関

を
受
診
す
る
基
準
と
受
診
し
た
時
に
医
療

機
関
で
医
師
に
伝
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
子
ど

も
の
症
状
別
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
普
段
接
し
て
い
る
家
族
の
目
が

子
ど
も
の
異
常
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る

た
め
、
子
ど
も
の
「
普
段
の
状
態
」
を
知

っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
か
か
り

つ
け
医
を
作
り
早
期
受
診
を
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
と
も
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
健
康
に
育
っ
て
く
れ
る
に
越

し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん

が
、
い
ざ
と

い
う
時
の
対

処
法
と
し
て

役
立
て
て
ほ

し
い
と
思
い

ま
す
。

報
を
掲
載
し
た
子
育
て
支
援
情
報
誌
「
か

つ
ら
ぎ
っ
こ
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
福
祉

課
・
児
童
館
等
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ

援
助
・
両
方
会
員
交
流
会

　

３
月
１
日
、

交
流
会
を
し

ま
し
た
。

　

交
流
会
で

は
、
援
助
活

動
を
し
て
く

だ
さ
っ
て
い

る
方
が
ど
ん

な
活
動
を
し

て
い
る
か
、
子
ど
も
と
か
か
わ
っ
て
の
様

子
な
ど
、
援
助
会
員
と
し
て
の
思
い
を
交

え
て
お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
員
同
士
和
や
か
に
手
作
り

お
も
ち
ゃ
を
作
る
研
修
を
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ
会
員
数

　

援
助
会
員　

35
名　

両
方
会
員　

21
名

　

利
用
会
員　

66
名

利
用
状
況

○
学
童
保
育
の
迎
え

○
子
ど
も
の
預
か
り
と
保
育
所
へ
の
送
り

○
習
い
事
へ
の
送
り　

な
ど
月
平
均
26
件

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ
の

運
営
に
は
、
会
員
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

援
助
・
両
方
会
員
の
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
講
習
会
は
6
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

子 育 て ・ 健 康　

子
育
て
・
健
康

献
血
の
お
知
ら
せ

採
決
基
準
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

健
康
増
進
課

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成
が

始
ま
り
ま
す
！

▼
健
康
増
進
課（
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
☎
（
69
）
９
９
０
０
】

　

葛
城
市
で
は
、
今
年
度
も
脳
ド
ッ
ク
検

診
に
対
す
る
費
用
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
事
前
の
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
申
請
期
限
は
平
成
24
年
２

月
28
日
、
受
診
期
限
は
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
平
成
23
年
度　

健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

葛
城
市
で
は
、今
年
度
も
子
宮
が
ん（
頸

部
が
ん
・
体
部
が
ん
）、
乳
が
ん
の
個
別

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
當
麻
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
受
診
票
を
取

り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

受
診
期
間
は
、
４
月
11
日
か
ら
平
成
24

年
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

年
度
末
（
１
～
３
月
）
は
検
診
実
施
医
療

機
関
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
ご
希
望
の

検
診
機
関
で
の
検
診
が
で
き
な
い
、
ま
た

は
、
受
診
そ
の
も
の
が
で
き
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
は
２

年
に
１
回
の
受
診
と
な
り
ま
す
。
平
成
22

年
４
月
１
日
か
ら
、
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
葛
城
市
の
制
度
を
利
用
し

て
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
場
合
、
今
年
度

は
公
費
負
担
制
度
を
利
用
し
て
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、
自
費

で
受
診
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。）

　

個
別
検
診
の
実
施
医
療
機
関
な
ど
の
詳

し
い
内
容
は
、
今
月
の
広
報
と
同
時
配
布

各
種
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
！

　

葛
城
市
で
は
、
各
種
定
期
予
防
接
種
の

接
種
対
象
と
な
る
方
に
、
予
診
票
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

定
期
予
防
接
種
と
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接

種
、
三
種
混
合
予
防
接
種
、
ポ
リ
オ
予
防

接
種
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
予

防
接
種
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種
、
二
種
混

合
予
防
接
種
の
６
種
類
を
指
し
ま
す
。

各
種
定
期
予
防
接
種
は
、
市
が
接
種
費
用

を
全
額
負
担
し
ま
す
が
、
接
種
期
限
が
あ

り
ま
す
。
接
種
期
限
を
越
え
ま
す
と
、
接

種
費
用
を
全
額
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に

接
種
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
し
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ
ブ
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
一

部
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23
年
3

月
17
日
現
在
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
死
亡
例
が
、
全
国

で
6
件
発
生
し
、
厚
生
労
働
省
か
ら
ワ
ク

チ
ン
と
の
因
果
関
係
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、

一
時
的
に
見
合
わ
せ
る
よ
う
通
達
が
あ
り
、

接
種
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
き
ま
し
て

は
、
接
種
者
の
急
速
な
増
加
に
よ
り
、
全

国
的
に
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
て
お
り
、
接

種
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
詳

し
い
状
況
、
最
新
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
新
庄
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
れ
た「
平
成
23
年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
、
採
血
基
準

の
う
ち
、
年
齢
条
件
な
ど
が
一
部
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⒈
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
の
年
齢

　

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

①
男
性
に
限
り
、
４
０
０
㎖
全
血
献
血
が

可
能
な
方
の
年
齢
の
下
限
が
「
18
歳
」
か

ら
「
17
歳
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

②
男
性
に
限
り
、
血
小
板
成
分
献
血
が
可

能
な
年
齢
の
上
限
を
「
54
歳
」
か
ら
「
69

歳
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方
は
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血
の
経
験

が
あ
る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

⒉
血
色
素
量
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
※
）

　

の
下
限
値
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

①
男
性
に
限
り
、
２
０
０
㎖
全
血
献
血
が

可
能
な
方
の
血
色
素
量
の
下
限
値
が
「
12

ｇ
／
㎗
」
か
ら
「
12
・
５
ｇ
／
㎗
」
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

②
男
性
に
限
り
、
４
０
０
㎖
全
血
献
血

が
可
能
な
方
の
血
色
素
量
の
下
限
値
を

「
12
・
５
ｇ
／
㎗
」
か
ら
「
13
ｇ
／
㎗
」

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
血
色
素
量
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
）
と

は
、
血
液
中
の
赤
血
球
の
濃
さ
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

　

採
血
の
詳
し
い
基
準
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【w
w
w
.jrc.or.jp

】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
献
血
は
、
平
成
23
年
４
月
28
日
、

當
麻
保
健
セ
ン
タ
ー
前
に
お
き
ま
し
て
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



1�広報「 」平成 23 年 4 月号

文化・教養　　

休
館
日
は
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
新
庄
文
化
会
館
【
☎
（
69
）
４
６
０
０
】

▼
當
麻
文
化
会
館
【
☎
（
48
）
５
０
０
０
】

文
化
会
館
ニ
ュ
ー
ス

平
成
23
年
度

マ
ル
ベ
リ
ー
友
の
会

　
　
　
　
　

年
会
費

　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

有
効
期
間

　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
３
月
31
日

会

員

特

典

★
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
主
催
の
公
演
チ
ケ

　

ッ
ト
が
、
割
引
で
一
般
発
売
の
１
週
間

　

前
よ
り
電
話
に
て
先
行
予
約
が
で
き
ま

　

す
。

★
割
引
購
入
枚
数
は
１
会
員
に
２
枚
ま
で
。

　
（
先
行
電
話
予
約
枚
数
を
含
む
）

★
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

　

情
報
を
お
送
り
し
ま
す
。

★
當
麻
文
化
会
館
自
主
事
業
に
も
適
用
し

　

ま
す
。

申
し
込
み
／
問
い
合
わ
せ

　

新
庄
文
化
会
館
ま
た
は
當
麻
文
化
会
館

　平成22年『トイレの神様』で
紅白歌合戦出場　

植村花菜 LIVE TOUR 2011
まごころ SONGでココロを SAND♪

日
時　

５
月
２
日
㈪

　

開
場　

午
後
６
時

　

開
演　

午
後
６
時
30
分

会
場　

新
庄
文
化
会
館
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

料
金　

全
席
指
定
（
税
込
）

　

一　

般　

５
０
０
０
円

　

友
の
会　

４
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
１
会
員
に
つ
き
２
枚
ま
で
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

　

一　

般　

４
月
９
日
㈯　

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
（
電
話
予
約
午
後
１
時
～
）

　

友
の
会　

４
月
３
日
㈰　

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
（
電
話
先
行
予
約
）

※
６
歳
以
上
は
有
料
、
お
席
が
必
要
な
場

　

合
は
未
就
学
児
童
も
有
料
と
な
り
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
発
売
場
所　

新
庄
文
化
会
館
・

　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
・

　

Ｃ
Ｎ
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
・
イ
ー
プ
ラ
ス 主　　　催　葛城市　　　

問い合わせ　新庄文化会館

   　毎月11日は人権を確かめあう日です
　奈良県市町村人権・同和問題啓発活動推進本部　

　葛城市人権問題啓発活動推進本部　

①②③④

会員募集中

催し物のご案内

▼新庄文化会館（マルベリーホール）
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主　催　者 連　絡　先

4 月 3 日 ㈰ ピアノ発表会 無　料 13:00 〜 　　　 　　　

4 月 10 日㈰ ピアノ発表会 無　料 13:00 〜 廣川　麻美 　　　

▼當麻文化会館（ホール）
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主　催　者 連　絡　先

4 月 3 日 ㈰ 葛城市あすなろ合唱団
第 4回定期演奏会 無　料 13:30 〜 葛城市あすなろ合唱団 　　　

4 月 10 日㈰ 第 8回　JOKO会　歌謡発表会 無　料 9:30 〜 JOKO会歌謡教室
実行委員会

0745（48）3514
【芦田】

4 月 17 日㈰ 春・音楽と夢 無　料 13:00 〜 　　　 　　　

＊都合により一部催し物が変更になる場合があります。ご了承ください。＊準備､ リハーサルなどでの使用に関しては本表に
記載しておりません。＊詳細は主催者にお問い合わせください。
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

▼
新
庄
図
書
館
【
☎
（
69
）
４
６
４
６
】

▼
當
麻
図
書
館
【
☎
（
48
）
６
０
０
０
】

一
般

児
童 新

着

図

書

新
着
図
書
は
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

ご
来
館
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

文
化
・
教
養

文化・教養　　

休
館
日
は
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

○
再
建
手
術
、
承
り
ま
す

寺
尾　

保
言
【
新
庄
館
】

○
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
マ
ジ
ッ
ク
入
門

ふ
じ
い　

あ
き
ら
【
當
麻
館
】

○
白
い
月
の
丘
で濱

野　

京
子
【
當
麻
館
】

○
夢
を
追
う
人
（
ア
ラ
ス
カ
の
詩
）

星
野　

道
夫
【
當
麻
館
】

○
ぼ
く
ん
ち
豆
腐
屋

上
條　

さ
な
え
【
新
庄
館
】

○
こ
こ
が
ぼ
く
の
い
る
と
こ
ろ

ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
【
新
庄
館
】

歴
史
博
物
館
ガ
イ
ド

▼
歴
史
博
物
館 【
☎
（
64
）
１
４
１
４
】

休
館
日
は
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
公
開
講
座
】『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』

　
「
當
麻
寺
の
仏
像
彫
刻
」

日
時　

４
月
16
日
㈯　

午
後
２
時
～

講
師　

鈴
木　

嘉
博　

氏

　
　
　
（
元
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
員
）

会
場　

歴
史
博
物
館
２
階
あ
か
ね
ホ
ー
ル

定
員　

１
０
０
名
程
度
（
受
講
無
料
）

申
込　

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
受
付

【
春
季
企
画
展
】

『
先
人
か
ら
の
言こ
と
づ
て伝

―

樋
口
清
之
博
士
と
竹
内
遺
跡
』

　

大
正
か
ら
昭

和
の
は
じ
め
頃

に
か
け
て
、
竹

内
遺
跡
周
辺
に

お
い
て
採
集
さ

れ
た
石
器
や
土

器
を
中
心
に
貴

重
な
考
古
資
料

の
数
々
を
一
堂

に
集
め
て
展
示
公
開
い
た
し
ま
す
。

会
期　

４
月
30
日
㈯
～
６
月
26
日
㈰

入
館
料　

大
人　
　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生　
　
　
　

50
円

★
新
庄
図
書
館

日
時　

４
月
23
日
㈯　

午
後
２
時
～

場
所　

新
庄
図
書
館　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

　
『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

絵
本　

わ
っ
し
ょ
い　

わ
っ
し
ょ
い

紙
芝
居　

た
い
せ
つ
な
う
ち
わ

絵
本　

ひ
や
し
ん
す

　
『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

お
は
な
し　

て
ん
ま
の
と
ら
や
ん

★
當
麻
図
書
館

日
時　

４
月
17
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

當
麻
図
書
館　

お
は
な
し
の
部
屋

　
『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

絵
本　

は
じ
め
て
の
お
べ
ん
と
う

お
は
な
し　

き
つ
ね
の
井
戸

　
『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

お
は
な
し　

う
ち
の
中
の
ウ
シ

紙
芝
居　

い
う
な
の
地
蔵　

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

　

４
月
23
日
の
子
ど
も
読
書
の
日
に
ち
な

み
、
４
月
16
日
㈯
～
５
月
８
日
㈰
の
期
間
、

貸
出
冊
数
を
お
一
人
10
冊
ま
で
に
増
冊
し

ま
す
。
子
ど
も
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人

の
方
も
ご
一
緒
に
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

特
別
貸
出
の
お
知
ら
せ

対
象
者

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
満
60
歳
以
上
の
方

使
用
料

　

無
料
（
通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
み
有
料
）

設
備
概
要

　

お
風
呂
・
囲
碁
・
将
棋
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
・
通
信
カ
ラ
オ
ケ
・
バ
ン
パ
ー
プ
ー
ル
・

　

ス
カ
イ
ウ
ェ
ル
（
電
位
治
療
器
）
等

場
所

　

林
堂
１
２
３
番
地

利
用
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
（
浴
場
利
用
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

休
館
日

　

日
曜
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始

※
ご
利
用
の
際
は
、
受
付
で
利
用
証
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
60

歳
に
な
ら
れ
る
方
ま
た
は
再
発
行
は
、
受

付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
見
学
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

【
☎
（
69
）
６
７
６
１
】
ま
で

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

場
所　

忍
海
２
５
０―

１

　
　
　

近
鉄
忍
海
駅
下
車
す
ぐ
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情報コーナー　

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

ご
み
の
収
集
日
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日

　

４
月
29
日
（
金
：
昭
和
の
日
）、
５
月

３
日（
火
：
憲
法
記
念
日
）、５
月
５
日（
木
：

こ
ど
も
の
日
）
は
祝
日
で
す
が
、
新
庄
区

域
の
一
般
家
庭
ご
み
収
集
は
通
常
通
り
行

い
ま
す
。

★
不
燃
ご
み
の
収
集
日

　

５
月
３
日
（
火
：
憲
法
記
念
日
）
は
祝

日
の
た
め
、
２
日
㈪
に
変
更
し
ま
す
。

対
象
地
区　

林
堂
・
脇
田
・
忍
海
・
薑
・

　

新
町
・
南
花
内
・
西
辻
・
南
新
町

★
資
源
ご
み
（
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ

　

ト
ル
）
の
収
集
日

　

５
月
４
日
（
水
：
み
ど
り
の
日
）
は
祝

日
の
た
め
、
６
日
㈮
に
変
更
し
ま
す
。

対
象
地
区　

疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・
山

　

田
・
平
岡
・
山
口
・
梅
室
・
笛
吹

★
新
聞
紙
の
収
集
日

　

５
月
４
日
（
水
：
み
ど
り
の
日
）
は
祝

日
で
す
が
、
新
聞
紙
収
集
は
通
常
通
り
行

い
ま
す
。

対
象
地
区　

燃
え
る
ご
み
の
月
曜
収
集
地
域

▼
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
☎
（
69
）
３
７
７
３
】
ま
で

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室
の
開
催

　

中
和
地
区
３
市
１
町
（
大
和
高
田
市
・

香
芝
市
・
葛
城
市
・
広
陵
町
）
障
が
い
者

自
立
支
援
協
議
会
主
催
で
、
次
の
と
お
り

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
在
住
の
原
則
と
し
て
統
合
失
調
症

の
当
事
者
が
い
る
家
族
の
方

開
催
期
間

　

平
成
23
年
６
月
～
平
成
24
年
３
月

　

毎
月
第
２
水
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～

開
催
場
所

　

エ
ル
ト
ピ
ア
中
和

　
（
大
和
高
田
市
西
町
１―

60
）

　
【
☎
０
７
４
５
（
22
）
６
６
３
１
】

申
し
込
み

　

５
月
20
日
㈮
ま
で
に
「
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー　

な
っ
つ
」
ま
で

【
☎
０
７
４
５（
23
）８
１
０
５　

担
当：永
石
】

▼
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

▼
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

４
月
よ
り
、
葛
城
市
と
御
所
市
と
が
連

携
し
て
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
毎
週
月
曜
日
（
偶
数
月

が
當
麻
庁
舎
・
奇
数
月
が
新
庄
庁
舎
）
以

外
に
、
毎
週
木
曜
日
に
御
所
市
で
開
設
し

て
い
る
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
、
葛
城
市

に
お
住
ま
い
の
方
で
も
相
談
に
行
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
葛
城
市
役
所
商
工
観
光
課

　

ま
た
は
御
所
市
役
所
市
民
課

【
☎
０
７
４
５
（
62
）
３
０
０
１
】
ま
で

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
基
礎
課
程
）
開
催

　

前
年
度
に
開
催
し
た
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
の
入
門
課
程
に
引
き
続
き
、
本
年
度

は
基
礎
課
程
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
聴
覚
障
害
者
の
方
の
生

活
や
、
そ
れ
に
関
連
す
る
福
祉
制
度
な
ど

に
つ
い
て
の
認
識
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
手
話
で
日
常
生
活
の
会
話
が
で
き

る
程
度
の
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

入
門
課
程
を
修
了
さ
れ
た
方
、
ま
た
は

現
在
の
手
話
の
レ
ベ
ル
を
更
に
磨
き
た
い

方
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤

者
で
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程
を

修
了
さ
れ
た
方
、
も
し
く
は
手
話
に
よ
る

簡
単
な
会
話
が
可
能
な
方

開
催
場
所

　

當
麻
文
化
会
館 

開
催
日
（
予
定
）

　

５
月
20
日
㈮
か
ら
12
月
９
日
㈮
ま
で
の

　

毎
週
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

受
講
料

　

無
料

　
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
は
個
人
負
担
）

募
集
定
員

　

20
名

　
（
な
お
、
応
募
人
数
が
少
な
い
場
合
は

　

開
講
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
）

募
集
期
限

　

５
月
13
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

申
込
先

　

社
会
福
祉
課

葛
城
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

会
員
募
集

　

葛
城
市
を
訪
れ
た
観
光
客
に
対
し
て
、

本
市
の
す
ば
ら
し
い
自
然
、
歴
史
や
文
化

を
広
く
紹
介
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す

「
葛
城
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
で

は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
、
葛
城
市
の
観
光
や

歴
史
、
文
化
を
学
ぶ
勉
強
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
そ
し
て
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
の

方
々
に
、
本
市
の
す
ば
ら
し
い
「
宝
」
を

紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

葛
城
市
相
撲
館
『
け
は
や
座
』

　
【
☎
（
48
）
４
６
１
１
】
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

● ● ● 今 月 の 無 料 相 談 ● ● ●
相 談 名 月 日 時 間 場 所 問 い 合 わ せ

人権・行政・
心配ごと相談

4 月 14 日 ㈭ 9:00 〜 12:00 新庄庁舎 総務財政課・人権政策課
または
社会福祉協議会【☎（48）3373】

4 月 21 日 ㈭ 9:00 〜 12:00 忍海集会所

4 月 28 日 ㈭ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館

＊相談は先着順で、申し込みは不要です。

弁護士による
法律相談

4 月 21 日 ㈭ 13:00 〜 16:00 新庄庁舎
企画政策課

4 月 28 日 ㈭ 13:00 〜 16:00 當麻文化会館

＊相談は 1回 20 分で、予約が必要です。企画政策課へ申し込んでください。

中南和法律相談センター
法律相談

※問い合わせ先に確認してください。 奈良弁護士会
【☎ 0742（22）2035】

＊相談は 1回 30 分で、予約が必要です。奈良弁護士会へ申し込んでください。

健康相談
4 月 25 日 ㈪ 10:00 〜 11:00 新庄健康福祉センター 健康増進課

＊血圧測定・尿検査など。健康手帳のある方は、お持ちください。

乳幼児健康相談

4 月 11 日 ㈪ 10:00 〜 11:00 當麻保健センター

健康増進課4 月 20 日 ㈬ 10:00 〜 11:00 新庄健康福祉センター

4 月 21 日 ㈭ 10:00 〜 11:00 新庄健康福祉センター

＊身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談。母子健康手帳をお持ちください。

増改築・耐震相談

4 月 3 日 ㈰ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館 葛城市建築組合
藤井本正明【☎（69）2753】（當麻）
藤井本　弘【☎（69）2877】（新庄）
または都市計画課

4 月 23 日 ㈯ 13:00 〜 17:00 中央公民館

5 月 1 日 ㈰ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館

＊増改築や耐震に備えての相談に応じます。

消費生活相談

4 月 4 日 ㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 當麻庁舎

商工観光課
または
御所市役所市民課
【☎ 0745（62）3001】

4 月 11 日 ㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 當麻庁舎

4 月 18 日 ㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 當麻庁舎

4 月 25 日 ㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 當麻庁舎

5 月 2 日 ㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 新庄庁舎

毎 週 木 曜 日 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 御所市役所

＊「架空請求」や「悪質商法」などの消費生活に関する相談に応じます。

情
報
コ
ー
ナ
ー

情報コーナー　

今月の
休館・休園日

4 月 5 月
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
1 � � � � � � � � 10 11 1� 1� 1� 1� 1� 1� 1� 1� �0 �1 �� �� �� �� �� �� �� �� �0 1 � � � �

新庄図書館 休 休 休 休 休 休 ※ 休
當麻図書館 休 休 休 休 休 休 ※ 休
新庄文化会館 休 休 休 休 休 休 休
當麻文化会館 休 休 休 休 休 休 休
歴史博物館 休 休 休 休 休 休 休
相撲館 休 休 休 休 休 休
當麻スポーツセンター 休 休 休 休 休 休 休
コミュニティセンター 休 休 休 休 休 休 休
中央公民館 休 休 休 休 休 休 休
ふるさと公園 休 休 休 休 休 休 休 休
葛城山麓公園 休 休 休 休 休 休 休
いきいきセンター 休 休 休 休 休 休 休 休 休
ゆうあいステーション 休 休 休 休 休

※：職員は出勤していますが、通常業務は行いません。



平成 23年 4月 1日発行
編集・発行　葛城市役所企画部企画政策課
　　　　　　〒 639-2195　奈良県葛城市柿本 166番地
　　　　　　☎ 0745（69）3001

■広報「かつらぎ」は再生紙を使用しています。

★ 人の動き ★　3 月 1 日現在（前月比）

	 　男：17,513人	 女：18,867人

	 　計：36,380人（−14人）

	 　世帯数：13,107戸（＋5戸）

脇わ

き

だ田

南み
な
み
し
ん
ま
ち

新
町

　
　

人　

口
：
３
２
６
人

　
　

世
帯
数
：
96
戸

　
　

人　

口
：
３
３
８
人

　
　

世
帯
数
：
１
３
０
戸

大
字
名
の
由
来
：

　

脇
田
の
名
の
由
来
は
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
が
、
鎌
倉
時
代
の
史
料

に
は
奈
良
興
福
寺
一
乗
院
門
跡

領
の
「
脇
田
庄
」
と
記
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
七
、八
百
年

前
か
ら
そ
の
名
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
歴
史
遺
産
や
名
所
：

・
地
（
慈
）
光
寺
跡
（
古
代
寺

院
跡
で
あ
り
、
鬼き
め
ん
も
ん

面
文
と
い
う

特
異
な
文
様
を
も
つ
軒の
き
ま
る
が
わ
ら

丸
瓦
が

出
土
し
た
こ
と
で
、
そ
の
名
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
脇
田
神
社
の
境
内
の一

角
に
は
、
昔
の
地
光
寺
の
栄
華

を
物
語
る
立
派
な
東
塔
の
心し
ん
そ礎

［
塔
の
基
壇
の
中
心
に
あ
る
大
き

な
礎そ
せ
き石
］
が
、
大
切
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。）

・
脇
田
神
社
（「
学
問
の

神
様
」
と
し
て
有
名
な

菅
原
道
真
を
祭
神
と
し

て
い
ま
す
。）

大
字
名
の
由
来
：

　

南
新
町
は
、
大
字
新
町
の
南
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ

り
ま
す
が
、
行
政
区
的
に
は
大
字

忍
海
に
属
し
て
い
ま
す
。

　

南
新
町
の
町
並
み
の
成
立
に
つ

い
て
は
、
大
和
郡
山
を
起
点
に
高

田
、
東
室
、
柿
本
、
北
花
内
の

出
花
内
、
新
町
、
南
新
町
、
薑
、

御
所
を
経
て
五
條
に
至
る

街
道
の
街
道
筋
に
あ
た
っ
て

い
た
こ
と
に
起
因
し
、
大

字
名
も
江
戸
時
代
終
わ

り
頃
以
降
に
で
き
た
も
の

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

主
な
歴
史
遺
産
や
名
所
：

・「
袖そ
で

の
松
」（
中
将
姫
が

當
麻
曼
陀
羅
を
織
る
た
め
の
蓮
糸

を
神
様
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
願

い
か
な
っ
て
忍
海･

角
刺
神
社
の
鏡

池
に
て
、
蓮
糸
を
採
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
南
新
町
南

西
の
所
［
現
在
、
Ｊ
Ｒ
線
の
踏
切

横
］
に
松
を
植
え
た
と
伝
わ
る
。）

加守

染野

新在家

勝根

木戸
當麻

長尾

竹内

兵家

太田

南今市

八川

大畑

尺土

今在家

疋田

中戸 辨之庄 北道穂
西室

東室

柿本

寺口

大屋
新庄

南道穂

北花内
笛堂

葛木

南藤井

林堂 南花内 新町

新村南新町

薑

忍海西辻

山田

平岡

山口 笛吹

梅室

脇田

　

葛
城
市
ふ
る
さ
と
探
訪 

25

　

岩い
わ
は
し
や
ま

橋
山

　

二
上
山
と
と

も
に
葛
城
山
系

の
峰
の
一
つ
で

あ
る
岩
橋
山
は

竹
内
峠
の
南
側

に
聳そ
び

え
る
標
高

６
５
９
ｍ
の
山

で
、
葛
城
市
北

部
の
磐い
わ
き城
地
域

の
西
側
一
帯
に

豊
か
な
緑
を
育

み
、
良
質
な
清

水
の
恵
み
と
、
歴
史
に
彩
ら
れ
た
伝
説
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
山
の
山
頂
周
辺
に
は
「
行
者
苦
行
の
跡
」
と
伝

え
ら
れ
る
名
所
旧
跡
が
あ
り
、
数
カ
所
の
岩
場
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
る
伝
説
の
石
造
物
「
久く

め米

の
岩
橋
」
は
、
そ
の
昔
、
役
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
が
葛
城
の
一ひ
と
こ
と
ぬ
し

言
主

の
神
に
命
じ
て
、
葛
城
山
か
ら
吉
野
金
峰
山
へ
架か

け
さ

せ
た
と
い
わ
れ
る
岩
橋
で
、
そ
の
一
部
分
が
こ
の
山
中

に
残
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
近
鉄
磐
城
駅
や
市
立
磐
城
小
学
校
の
名
に
見

ら
れ
る
「
磐
城
」
の
名
称
は
、
こ
の
岩
橋
山
に
因
む
も

の
で
、「
岩
」
の
漢
字
を
「
磐
」
に
変
え
、葛
城
の
「
城
」

の
好
字
を
添
加
し
て
造
ら
れ
、
明
治
22
年
の
旧
磐
城
村

の
発
足
に
際
し
、
新
た
に
命
名
さ
れ
た
名
称
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

▼
歴
史
博
物
館

▲岩橋山（写真中央）・八川方面から

大字紹介（第22回）
人口および世帯数は 3月 1日現在

（第22回）
最終回

南新町

脇田


